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5

0
雜

錄
来
穀
忠
期
取
引
に
對
す
る
数g

の
疑
辎
，
 

绡
八
號

な
る
部
分
を
占
め
米
は
菲
の
中
最
も
多
細
の
找
用
を
耍 

す
^

^
の
で
.あ
る
の
み
«
ら
ず
米
價
の
膙
貴
は
.一
般
物 

價
の
昂
騰
を
惹
起
す
傾
向
が
わ
る
が
ら
彼
等
は
甚
だ
苦 

.痛
を
感
ず
る
の
で
あ
る
、
.米
價
の
騰
貴
に
依
-

Ov

て
利
益 

を
^
く
る
は
睛
中
^
以
上
の
農
民
階
級
\あ
'る
の
..み
で
_あ

、
 

る
、
大
農
は
其
の
主
要
な
る
生
：產
.物
.た
る
米
榖
を
高
價
ン 

に
寶
却
し
得
る
を
以
て
收
益
の
增
大
を
見
ら
れ
米
價
騰
一
 

貴
.の
恩
M
に
浴
す
.る
乙

ヾ

」

が
出
來
る
.が
多
數
の
小
農
就j 

中
小
作
人
に
は
米
儐
の
騰
貴
を
贶
福
し
得
る
も
の
は
尠} 

い
乙
.、己
で
あ
ら
ぅ 
、
即
ち
小
農
は
其
の
耕
耘
に
侬
6
て\ 

收
權
し
^
る
米
は
大
部
分
自
家
の
，食
料
に
供
し
販
賣

し
一
 

'#
ベ
き
.剩
餘
.米
は
其
:0
貴
僅
少
で
あ
づ
て
假
令
高
價
に
一 

寶
搠
ひ
セ
多
少
收
益
-'
0
增
加
を
見
る
^
も
米
個
騰
.貴
に
一 

促
さ
れ
て
昂
騰
せ
、る
高
價
な
.る
他
の
，生
.活
資
料
を
消
»

一
 

す
る
の
此
む
な
き
^
到
る
.の
み
な
ら
ず
彼
等
は
資
金
が 

豐
富
で
な
い
爲
め
，米
價
上
騰
.の
賭
期
迄
来
を
圍
つ
て
® 

く
餘
地
な
く
最
も
安
偕
な
る
を
普
通
と
す
る
新
米
出
盛
‘
.
 

期
に
寶
出
を
餘
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
差
引
大
な
る
餘
裕

は
生
じ
得
ぬ
'の
.で
あ
る
。
-'

■

急
激
に
米
信
が
騰
貴
し
且
つ
其
の
勢
猛
烈
を
極
む
る 

に
於
て
ぼ
細
民
は
十
分
が
る
食
^
得
る)

が
出
來
ず 

營
養
不
十
分
S
な
り
勞
働
力
を
減
殺
し
國
民
の
氣
カ
は
. 

消
磨
せ
ら
れ
國
家
の
進
連
に
支
障
を
來
す
や
も
計
ぅ
®
 

‘％
’

之
と
同
時
に
米
谓
が
生
產
費
を
も
償
は
ざ
る
程
に 

低
落
す
る
に
於
て
' 

S

S
損
失
を
酿
し
其
の
當
然
の 

結
果V

J

し
て
農
業
の
：衰
颓
ば
免
る
、

,」V
J

出
來
ざ
る
ベ 

く
從
て
食
料
品
の
木
足
を
來
し
年
々
直
額
の
輸
入
米
を 

招
き
爲
め
に
正
貨
の
流
出
を
誘
致
す
る
の
み
な
ら
ず
戰 

峙
食
物
杜
絕
の
如
き
不
幸
に
陷
る
-」

ミ
な
き
を
保
し
難 

い
加
之
米
惯
著
し
く
下
落
す
る
時
ば
我
國
民
.の
大
多
數 

を
占
む
る
農
民
の
購
買
カ
を
減
殺
し
商
エ
業
は
颇
る
萎 

靡
し
經
濟
界一:

般
.！2
不
況
を
虽
す
る
R
至
、b
ん
憂
も
あ 

る
？
米
價
の
激
變
は
®
に
私
人
の
生
活
上
に
波
測
を
瀨 

揀
す
ゐ
の
み
な
ら
す
政
府
の
财
政
上
に
も
大
打
擊
を
如 

へ
豫
*
に
»
®
を
來
す
こ
と
も
あ
れ
ば
裳
に
輕
々
に
看 

過
し
能
は
ざ
る
大
問
題
に
し
て
米
價
の
暴
騰
を
防
此
し 

又
其
の
崩
落
を
阻
止
す
る
の
策
を
十
分
に
究
む
る
こ
ビ 

は
經
世
家
の
.1
大
職
寶
で
あ
る
ヾ

」

云
は
ね

ば

な

ら

ぬ

.0

:

有

價

證

券

.の

.價

格

に

就

て

(

下)

.

/

:
高

：
„

次

.耶

.

. 

.

,
第
九
節
i

の
市
價

、株
券
の
市
®
も
亦
公
偾VJ

同
じ
く
株
券
の
需
用
ビ
供 

給
ビ
の
一
致
す
る
點
'に
於
て
定
ま
る
?>
.の
.な
る
が
、
株 

券
の
需
用
を
左
右
す
る
直
接
的
原
因
は
公
債
の
場
合
に
：
 

於
け
る
ビ
は
多
少
其
性
質
を
異
に
せ
り
。
蓋
し
公
債
ょ 

り
生
ず
る
收
入
は
其
公
偾
，に
附
せ
ら
れ
た
.る
一
定
额
の 

利
子
に
外
な
ら
す
し
て
常
に
確
定
せ
る
も
の
な
る
を
以 

て
、
公
偾
の
需
用
者
は
普
通
單
に
投
資
の
目
的
を
以
て 

之
を
^
入
せ
ん
ビ
欲
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
^
な
ふ
も
、

#
. 

券
ょ
b
生
ず
る
收
入
は
會
祉
の
事
業
の
®
衮
に
應
じ
て 

僧
減
す
.る
の
性
質
を
有
す
る
配
^
率
^
依
6
て
定
ま
る 

も
の
'在
る
が
故
に
、
株
券
に
對
し
て
は
單
純
な
る
投
資 

的
需
用
以
外
に
投
機
的
需
用
な
I

の
亦
尠
か
ら
ず。
,

投
機
的
需
用
と
は
配
當
の
增
減
に
連
き
て
生
中
る
株
券 

.市
價
の
騰
落
に
依
&
で
其
刺
を
博
す
る
目
的
を
以
^
實 

株
又
は
空
株
を
買
付
く
る
こ
ど
を
云
ふ
。.
此
外
、nr

本 

銀
行
又
は
日
本
郵
船
會
社
の
如
き
著
名
有
力
:̂
.る
會
社 

j
.

の
株
主
た
ら
ん
S
の 

一
®
の
虛
榮
心
に
藉
ら
れ
.投
資
叉 
.

は
投
機
の
目
的
を
離
れ
て
*
#
祉
の
株
券
を
購
入
せ
ん 

と
欲
ず
る
者
或
は
種
々
の
理
曲
の
爲
め
に
或
る一

會
» 

の
.重
役
^
る
の
資
格
を
作
る
か
若
し
く
は
株
主
中
の
有 

力
者
た
ら
ん
ミ
欲
し
て
其
會
社
の
株
券
を
多
量
に
入
手 

j

せ
ん
ビ
す
る
者
亦
#
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
此
等
數
■
の 

原
因
は
.皆
株
券
の
需
用
に
影
響
を
與
ふ
る
も
の
な
る
が 

結
局
永
久
的
に
市
價
を
左
右
す
る
も
の
は
投
資
的
辦
用 

|

に
外
な
&
ず
。
而
し
て
此
投
資
的
需
用
並
に
總
て
の
供 

給
を
左
.右
す
る
も
の
は(

一
)

現
在
並
に
近
き
將
來
に
於 

け
る
市
場
利
子
步
合
、
.(.1H

過
去
及
び
現
狂
の
配
當
率 

並
に
將
來
に
於
け
る

配
當
ま
に
對
す
る
世
人
の
豫
想
、
 

(

三)

挪
込
.金
額
等
な
-

^
す
。
取
引
所
栊
、
攸
買
人
手

數
料
等
の
：高
低
僧
減
も
亦
株
券
0
需
給
の
數
量
に
影
響

第
十一

卷

(

一
- 

O

S
雜
錄
布
似
諕
券
の
似
格
じ
就
'
 

第八號
一一七



笫
十

一

怨

(

ニ 

§
ハ)

雑
錄
有
俐
説
券
の
倒

格
！！

就
て
 

笫

八

踹

.

二

八

を
與
ふ
る
も
の
な
れ
ど
、
3 1

:
の
^
度
の
輕
微
な
る
は
茲 

に
.赘
.言
す
る
，の
要
な
か
る
可
し
。：
典
他
政
界
の
事
情
、
■
 

經
濟
界
の
景
況
並
に
會
社
事
業
の
基
礎
ヽ
.事
業
の
永
續 

性
又
は
發
展
の
見
込
 ヽ' 
經
營
漭
の
技
倆
名
職
等
所
謂
龠 

祉
の
信
用
ビ
人
氣
も
株
券
の
需
給
を
左
右
し
延
ゐ
て
其 

市
價
の
高
低
を
定
む
る
根
本
的
原

因

と

な
る
も
の
な
れ 

ど
、
此
等
は
將
來
に
於
け
る
配
當
率
の
豫
想
を
通
じ
て 

株
券
の
市
價
に
影
響
を
與
，ふ
る
も
の
な
ぅ
と

す

。

さ
れ
ば
、
株
券
の
市
價
を
根
本
的
に
定
む
る
も
の
は 

金
利
ビ
配
當
ビ
挪
込
と
に
外
な
ら
ざ
る
が
、
此
三
满
と 

株
券
市
價
と
の
關
係
は
頗
る
複
雑
に
し
で
槪
括
的
の
說 

明
を
以
し
て
は
到
底
之
を
闕
明
す
る
こ
'̂

を
得
ざ
る
が 

故
に
、
以
下
種
々
の
方
面
1:
'

3
其
關
係
を
ば
局
部
的
に 

解
說
せ
ん
ど
欲
す
。

’.
，

第
一
款
金
利
ビ
株
券
市
價

公
债
の
市
價
は
旣
述
の
如
く
普
通
市
"場
利
子
步
合
の 

上
騰
す
る
に
連
れ
て
下
落
し
、
金
利
•の
低
落
す
る
に
從 

ひ
て
騰
貴
す
る
も
の
な
る
が
、
株
券
の
市
價
も
亦
金
刺

騰
落
の
爲
め
に
同一

の
影
®
を
蒙
る
こ
ビ
あ
る
も
の
な 

り
。
例
へ
ば
挪
込
W
B1
の
株
^
に
劉
す
る
Hu
.t
牵
が
年 

一.
.割
に
し
' て
金
.利
が
年
五
分
な
る
際
に
其
市
價
が
ニ
百 

圆
な
ら
ば
、
金
利
が
七
分
，五
厘
に
*
騰
せ
ば
帘
惯
は
百 

五
十
圓
內
外
に
卞
落
す
べ
く
、
又
金
利
が
三
分
に
低
落 

せ
ば
相
場
は
三
首
圓
內
外
に
騰
貴
す
る
乙

と
あ
る
可
し 

然
b
と
雖
も
、
實
際
に
は
公
債
の
場
合
に
於
け
る
が
如 

く
株
券
の
市
價
は
常
に
利
子
步
合
と
反
對
の
方
向
に
變 

動
す
る
も
の
に
非
ず
。
蓋
し
公
偾
の
利
子
は
常
に
一
定 

し
て
變
動
す
る
.
，

j 

V
J
aき
を
以
て
、
湛
し
市
^
金
ネ
が 

上
騰
せ
ば
公
債
を
所
有
す
る
は
不
利
S
な
b
ヽ
金
利
低 

落
せ
ば
有
利
と
な
る
が
故
に
、
公
偾
の
相
©
は
自
ら
金 

利
と
正
反
對
に
變
測
す
る
も
の
な
れ
ど
、
株
#
に
在
b 

て
は
金
利
騰
貴
す
る
€
同
時
に
配
當
率
增
加
す
る
か
或 

は
現
在
增
加
せ
ず
S
も
將
來
增
加
す
る
の
見
込
立
た
ば 

之
を
所
有
す
る

.

も
何
等
不
利
を
蒙
る
の
處
な
く
、
又
其 

の
反
對
に
' 假
令
金
利
低
落
ず
る
ビ
も
同
時
に
配
常
率
減 

少
す
る
か
或
は
減
少
す
る
の
處
れ
あ
ら
ば
、
株
券
の
所

有
#
は
損
失
を
蒙
る
乙
S
あ
る
可
き
を
以
て
、
金
利
の 

騰
落
は
夫
れ
自
身
に
於
て
必
t
し
も
常
に
公
债
の
場
合 

に
於
け
る
が
如
く
株
券
の
需
給
に
影
響
を
及
ぼ
^

C
る 

が

故

な

す

。
左
に
揭
ぐ
る
®
京
市
巾
の
混
成
利
子 

步
合V」

東
京
株
式
取
引
所
に
於
け
る
重
喪
株
券
の

直
取 

引
平
均
相
場
と
の
此
較
表
は
此
理
を
證
明
し
て
餘
り
ぁ

株

&
。(

混
：成
利
子
步
合
は
貨
付
日
步
、
割
引
日
歩
、當
座
預 

金
日
步
並
に
定
期
預
金(

三
ヶ

月

)

刺
子
を
日
步
に
換
算 

せ
る
も
の
都
合
四
種
の
日
步
を
平
均
し
て
ft
出
せ 

株
券
相
場
は
大
疋
五
年
四
月
調『

金
融
事
項
參
考
書』

に 

據
る
。)
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愤

格

に

就

て

第
八
號

o

大

正

ニ
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ニ
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五
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九
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四
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年
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1。五
：八
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.五

三

ニ

玉

。九
七
八

株
券
の
市
價
が
金
利
ビ
常
忆
正
反
對
に
變
動
す
可
き 

.も
の
な&

诚
、
金
利
が
下
落
せ
ば
市
價
は
必
中
騰
貴
し

X 

金
利
騰
貴
せ
ば
市
價
は
常- r
e

低
落
す
可
き
喾
な
る
に
、

前
表
は
興
の
然
ら
ざ
る
こ
S
を
示
せ
b
:°
勿
論
此
正
反\ 

對
の
關
係
を
維
持
せ
る
場
合
も
尠
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
同 

時
に
刺
子
上
騰
せ
る
年
に
市
©
も
騰
貴
し
、
金
利
低
落 

せ
る
年
に
市
.價
も
亦
下
«
せ
る
例
颇
る
多
し
。
今

各

種

Z
 

株
券
に
就
て
金
利
市

®
と
の
騰
落
關
係
を
示
すVJ

せ

ば
左
の
'如
し
。
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邨
船
，
鐘

紡

m
京株來

«
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京
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株
株
式
株
燈
株
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斯株
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均

利子下落市愤聰貴六五ハ

3£
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五

？四一

利
子
騰
貴
市
愤
下
落
三

.
：四

五

.

五

.宄

四

*四
一

利子騰货市似職貨三

.

.ニ 

一
 

一
 

一

7
六

刺
子
下
落
市
似
下
落
三
四
三

■
四

四

？
六

合

fi
t

.
一
 

A
 
一
 

耳一五

 

ー
3£
ー
5:

芷

反

對

の

關

係 

か

維

特
せ
る
年 

其 

他

六 九

九

四一

五 〇

九

*
八

五
®j

、

【

四

手

ニ

九

八

六

三

5

五

八

六

ニ
*
1
1八
3£

.f
m
〇
*
H
s
u

五

六
*
1六

〇

四

七

•
八
六
玉 

一

六

四

又

四

4

ハ

五

：1
T八
五
四
：‘
.
四

四e

五
ニ
八

,
前
表
に
示
す
が
如
く
。
各
株
券
十
五
個
宛
の
比
較
中 

金
利
と
市
價
ミ
が
正
反
對
の
關
係
を
維
持
せ
る
度
數
は 

約
三
分
の
ニ
に
し
て
餘
b
の
三
分
の
一
に
於
て
は
此
關 

係
を
有
せ
ず
。
而
か
も
此
關
係
の
割
合
於
各
株
共
略
ば 

!

致
せ
る
.の
み
な
ら
ず
、
吾
人
が
此
硏
究
の
爲
め
に
選 

擇
せ
る
前
揭
郵
船
株
、
鐘
紡
株
、
東
京
株
式
株
、
東
京
.
 

電
燈
株
並
に
東
京
茏
斯
株
は
共
に
我
國
株
券
中
代
表
的 

地
位
を
占
む
る
も
の
な
れ
ば
■、
少
く
ビ
も
我
國
に
於
て 

は
金
利
が
下
落
せ
ば
株
券
は
下
落
す
る
ょ
6
も
寧
ろ
騰 

貴
し
、.金
利
昇
騰
せ
ば
株
券
は
騰
貴
す
る
ょ
り
も
寧
ろ 

低
落
す
る
の
傾
向
：.を
有
す
る
も
の
な
らvj

謂
ふ
を
得
可 

き
が
如
し
。
然

雖

も

、
此
關
係
た
る
や
公
偾
に
於 

け
る
が
如
ぐ
密
接
に
#
ざ
る
を
記
憶
せ
.ざ
る
可
か
ら
ず 

本
篇
第
四
節『
利
子
步
合
の
髙
低
と
有
價
證
券
の
市
憤』

 

(

第
六
號
.

一 

ニ
七
丨
一
三
〇
頁)

中
に
於
で
帝
國
五
分
利

公
債
直
取
引
相
場
と
浪
成
利
子
步
合
と
の
對
照
を
訊
み 

た
る
に
、
十
五
囘
の
比
較
中
利
子
下
落
し
て
公
債
市
價
-
 

騰
貴
せ
し
度
數
七
囘
、
利
子
騰
貴
し
て
公
债
市
惯
低
落 

せ
し
度
數
五
囘
、
利
子
下
落
し
て
公
偾
市
價
も
下
落
せ 

し
度
數
三
囘
、
即
ち
疋
反
對
の
關
係
を
示
す
も
の
十
ニ
、
 

同
、
然
ら
ざ
る
も
の
三
囘
欢
る
結
染
を
得
た
る
が
、
之 

ビ

株
券
に
於
け
る
金
利
對
市
偕
の
關
係
^
を
J：
f
c較
す
る 

に
、
公
債
に
於
て
は
正
反
對
の
關
係
は
五
分
の
四
-に
逄 

せ
る
に
拘
ら
ず
、
株
券
に
於
て
は
僅
か
に
三
分
の
ニ
に 

，過
ぎ
ず
。
其
割
合
の
懸
隔
は
即
ち
公
債
^
株
券VJ

に
對 

す
る
金
利
の
影
_
の
相
違
せ
る
程
®.
を
示
す
も
の
に
外 

.な

ら

ざ

る

^
-
^
。

さ
れV

、

同
じ
く
嫌
券

>
し
雖
も
、

有
カ
銀
好
の
如
く 

業
務
の
確
實
に
し
て
累
年
の
刺
益
に
差
し
た
る
相
違
な 

く
從
つ
て

配
當
率
の
常；̂

 i

定
せ
る
か
若
し
く
は
將
來 

大
に
®

減
す
る
乙
ヾ
し
のM

#

せ
ら
れ
ざ
る
株
式
會
社
の 

株
券
に
在
り
て
は
他
の
製
造
會
社
、
運
輸
會
社
の
如
く 

經
濟
界
の
盛
衰
の
爲
め
に
飜
弄
せ
ら
れ
て
止
む
こ
ミ
な

き
會
社
株
券
ょ
り

は
遙
か

に
公
偾U

近
似
す
る
の

性
質 

を
備
ふ
る
も
の
な
る
を

以
て
、
他
の
株
券
ょ
り
は
金
利
.
 

の
影
響
を
蒙

る

こ

甚
ぷ
し
。
' 左
に
揭
ぐ
る
は

東
京
市 

中
混
成
利
子
步
合
と
日
本
銀
行
株
、
正
金
銀
行
株
並
に 

第

一

銀
行
株
の
東
京
株
式
取
引
所
直
取
引
平
均
相
場
ミ 

の
比
較
表
な
り

S
す

(

株
券
相
場
は『

金
融
事
項
參
考 

書』

に
據
る

o) 
. 
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池
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四
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ゑ

八

1
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1

一f

i

八〒一究

今
之
に
對
す
る
疋
反
對
關
係
の
數
を
求
む
れ
ば
发
の

如
し
。 

，
 

,

利
子
低
落
市
惯
騰
货

利
子
昇
臘
市
倒
下
落.

利
子
騰
貴
市
侦
腧
貴

利
子
：卜
落
市
價
下
落

合 

計

芷
反
對
の
蘭
係
な
緇 

持
す
る
¥

然

ら

、ざ

る
¥

行 P
本

五 六 株 銀四 ‘一 五 三

行芷
*— ~* 金
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三 一 四 ニ
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均

山
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六

四
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六
七

7

0

0

I
V三
三

1

•
三
三

三
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三
三

前
表
に
示
す
が
如
く
"

一.

流
銀
行
：株
に
於
て
は
市
價 

が
金
利VJ

反
對
に
變
動
す
る
度
數
の
割
合
は
他
の
會
社 

株
に
於
け
る
ょ
&
は
稍
々
高
し
。
即
ち
後
者
に
於
て
ば 

上
述
の
如
く
其
率
は
全
體
の
十
五
分
の
十
內
外
な
る
に

前
者
に
在
b
て
は
十
五
分
の

乃
至
十

に
上
れ

b

註
註
、
參
考
の
爲
め
、
左
に
来
國P 

ロ
ン
ビ
ヤ
大
舉
敢
授
ミ
チ
ユ
'
JV
氏 

の

研
究
1-
係
る
金
利
對
有
倒
說
猙
朮價
の

關
係
！

2

越
さ
米
_
の 

.赏
例
^
紹
介
せ
ん
と
欲
す
。(

友

表

は

c. Mitchell: 

A
3
e«-
i
.
i
c
a
n 

security Prices and. Interest 

Rates, Journal  

of  PoliticalM
snom

y
vol. 

X
X
I
V
,
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2. (February, 
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X
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も
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リ
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利
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侦

と
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利

子

卞
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侧

騰

貴

關
係
數
が
求
む
れ
ば
犮
の
如
し
。 

社
愤

公
债 3t

:

七

3£

三 六 八
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利

子
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貴
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僧
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市
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利
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下

落
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價

下
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山
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利
子
騰
貴
市
倒
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• 

前

表

中
1-
涝

す

铲

如

く

、
利

子

騰

貴

乜

る

年

|:
市

偾

の

變

動

せ

ざ

リ

し 

焚
數
公
债
と
社
愤
と
に
各1

间
あ
リ
。
假
り
1:
'̂
れ
と
1
決
进
し
難
合 

此
中
間
性
の
..も
の
如
折
中
し
て
fi
*
算
す
る
と
せ
ば
"反
對

關

係

か

^

す 

る
も
の
.と
有
せ
ざ
る
む
の
•の
比
較
は
友
の
如
く
烯
ゐ
可
し
。

公

偾

.社

'
愤

.
株

券
 

芷

反

對

の

關

係

か

斌

せ

み

度

数

こ

ラ

五)

3l
®3l
一
二 

然
ら
、ざ
名
度
数 

一
一
。3£
九

i

一
 
三 

丨
合
：

針

：

 

ニ

五
•〇

ニ
五
。〇

.ニ
五
6
 

即

ち

疋

反

對€>
'
關
係
を
ボ
せ
.る
度
數
は
公
愦
、
社
愦
1-
多

く

株

券1-
於 

て

は

比

胶

的

少

对

し

。

此
：比

例

は

我

國

じ

於

け

る

^
は
程
坡
か
興
1-
. 

せ
る
も
大
體
に
於
て
一
致
せ
る
か
見
る
^
リ
。

、

第
ニ
款

.
配
當
ビ
株
券
市
價
■
 

株
式
會
社
株
券
の
市
價
が
其
會
社
の
配
當
に
依
b
て 

最
も
重
：要
な
，5'
影
響
を
蒙
る
も
の
な
る
は
何
人
と
雖
も 

首
肯
す
る
所
^

&
ん
も
、
，..過
去
の
配
當
率
^
市
價
マ
し
の 

關
係
社
ば
統
'訐
的
に
明
示
す
る
は
容
易
の
業
に
非
ず
。

第
十

怨

r\

Vー瓤 
W，办

リ

錄

a
似m
券
の
憤
格
iこ
就x



第
十
一
#

C 
ニ

ニI
)

雜
錄
衣
似
說
券
の
侦
格
に
就
て

筋
八
號

S

蕺
し
株
券
の
相
場
は
過
去
の
配
當
m
以

外

に

^

^

に

於 

け
る
配
當
率
の
豫
想
、
市
場
金
利
騰
落
並
に
投
機
的
賣 

買
の
影
響
を
蒙
る
も
の
な
.る
を
以
て
、
配
當
率u

變
化 

な
き
場
合
に
於
て
も
株
券
の
市
價
が
著
し
ぐ
騰
貴
又
は
.
 

下
落
す
る
こ
あ
り
。
例
•へ
ば
日
本
紙
行
は
多
年
同
率 

の
-配
當
牵
を
齓
持
せ
る
に
も
拘
ら
ず
日
露
戰
淨
後
に
於 

け
^
其
株
券
の
市
價
は
幾
度
か
暴
騰
^
し
く
は
暴
落
せ 

り
。
.最
近
十
年
間
に
於
け
る
同
株
の
最
高
潮
期
は
明
治 

四
十
三
年
一
月
に
し
て
同
月
の
直
取
引
相
場
は
九
百
.ニ 

十
六
圓
四
十
餞
に
上
れ
り
。
然
る
に
歐
洲
戰
胤
勃
發
し 

て
我
經
濟
界
が
一
時
不
景
氣
に
製
は
れ
た
る
大
芷
三
年 

の
秋
期
に
於
て
は
同
紙
も
四
页
七
八
十
圓
臺
を
彷
徨
す 

る
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
斯
く
の
如
く
一 

倉
社
の
株
券
に
就 

き
て
は
配
當
と
市
價
€
の
關
係
を
芷
確
に
知
る
乙
と
を 

得
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
數
會
社
の
株
券
■を
比
較
す
る
も 

何
ほ
此
關

係
を
精
密
に
.窮
知
す
る
.乙
と
能
ざ
る
な
り
。
 

如
何

^
な
れ
ば
、
假
令
fp
乙
兩
會
祉
の
過
去
及
び

現
在 

の
配
當
率
が
同

一

步
合
な
り
ビ
す
る
も
、

W
業
の
基
礎

並
：に
將
來
に
於
け
：る
礙
風
.等
に
對
す
る
世
人
の
信
用
の 

相
違
ょ
6
.し
て
申
.貪
社
の
株
券
が
乙
會
祉
の
株
券
ょ
A
V
 

も
.遥
か
に
高
價
に
脱
引
せ
ら
る
^.

こ
^
あ
る
を
以
て
な
I
 

K
V
O例
へ
ば
若
し
各
株
券
の
市
價
が
配
當
率
に
比
例
し 

て
定
ま
る
可
き
も
の
な
れ
ば
、,挪
込
百
圆
の
正
金
銀
行 

株
の
相
場
は
決
算
期
.と
配ĉ

率
に
於
て
全
然
同一

な
る
-
 

五
十
圓
狒
込
の
第
三
銀
，行
株
の
市
價
の
一
一
倍
に
相
當
し 

此
兩
者
と
同
一
の
決
算
期
と
配
當
率
を
有
す
る
一
ー
百
圓 

拂
込
の
日
本
銀
行
株
は
正
金
銀
行
株
の
一
，一
倍
に
相
當
す 

る
價
格
を
以
て
寶i

貝
せ
ら
る
可
き
箬
な
る
に
事
實
は
之
.
 

に
反
し
て
、.

『

銀
行
»

#
員』

.
六
月
號
所
載
大
正
六
年
六 

月
十
三
白
の
株
式
現
物
相
場
表
に
據
れ
ば
、
第
三
餵
行 

株
の
百
二
十i

圆
に
對
し
、
正
金
飯
行
株
は
ニ
百
五
十 

一
圓
即
ち
ニ
倍
を
超
過
す
る
こVJ

九
圆
の
市
價
を
維
持
'
 

じ
、
日
本
銀
行
株
は
七
酉
三
十
九
圓
即
ち
正
金
銀
行
株 

の
三
倍
弱
.に
相
當
す
る
價
格
を
以
て
取
引
せ
ら
れ
た
ぅ 

權
ふ
に
：、
，配

當
0
大
小
と
市
價
の
高
低
と
の
關
係
を 

銃
訐
的
に
表
示
せ
んVJ

欲
せ
ば
、
同

I

龠
社
の
狻
行
せ

|

る
配
當
率
を
異
に
せ
る
數
稱
の
株
券
に
就
き
て
之
を
纟 

み
ざ
る
可
か
ら
ず
。
冷
れ
ば
菩
人
は
此
方
法
に
依
り
て 

左
に
同一

會
社
の
徼
行
せ
る
優
先
株
ヽ
.
普
通
株
並
に
後 

廻
株
の
市
價
，
.(
!
:谷
其
配
當
率
と
を
對
照
せ
ん
W
欲
す
。
 

饞
先
株
は
配
當
す
可
き
刺
益
*
る
で
き
は
一
定
の
率
を 

限
度
と
し
て

他
®
の
株
券
に
先
ち
て
配
當
.を
受
く
る
も 

の
に
し
て
、
普
通
株
は
其
後
に
配
當
を
受
け
、
後
®
株 

は
尙
ぼ
利
益
の

あ

る

と
き
最
後
に
其
分
配
に
與
か 

る
も
の
な
る

を
以
て
、
龠
社
の
利
益
が
巨
額
に
上
ら
ざ 

.̂
年
^
於
て
极
礙
先
株
の
配
當
串
最
も
高
く
、
普
|£
株

年

年
六
分
標
準
褪
先
株 

\ 

0

i 

- 

i

酏
當
率

九九九九九九九

一〇o o〇〇 

〇九八七六五

〇
•
•四
：立
〇 

0
*
1
0 

〇

•
‘
*.
五

〇 

〇

•
四
〇
〇

0

3;
.
五 

o

〇
丄
ハ0

0 

〇

？
：ハ3£
〇

平

均

市

倒 

磅

一
二
八
*
八
八 

1

二

六
*
〇
〇

1
1

手

§

九

九

。
八
八 

一
〇

四
*

laL 

一
一
ニ
•
七
五

1

ニ

〇
*三1.

の
率
之
.に
次
ぎ
、
後
廻
株
の
率
は
‘最
も
低
§
を
常
ビ
し 

各
典
市
價
.の
高
低
も
亦
此
顺
位
を
保
つ
の
傾
向
あ
り
。
 

左
に
揭
ぐ
る
は
英
國
ナ
ウ
ス
*

ィ

ー
ス

タ

ー

ン
鐵
道
會 

社
の
發
行
に
係
.る
此
三
種
の
株
券
に
對
す
る
配
當
率
並 

に
各
其
市
價
なb

v
j

す
。(

以
下
外
國
會
祉
株
券
の
市
®
 

は
德
て 

Matliieson 

&
： 

S
o
n
s

 

: 

s
t
o
c
k

 

E
x
c
h
a
n
g
e
s

 
T
e
n

 

y
e
a
r

 

R
e
c
o
r
d
,

 

1
9
1
5 

に
*

せ
-/
a
る
偷
敦
及
び
其 

他
英
國
谷
地
株
引
取
^
所
に
於
け
る
最
高
最
低
相
場
を 

;

伞
均
せ
る
も
の
に
し
て
配
當
率
も
亦
上
半
期
ミ
下
半
期 

と
を
苹
均
し
て
計
壯
せ
6

。

) 

,

.

普
 

0
當

申

， 

〇
*
1ニ
五 

〇
•
-
七
五

〇
•
ニ
〇
0 

〇

•
ニ
七
五 

〇

*
三
〇
〇 

〇

。
三
七
五

述

株 

1
平

均

市

憤 

總

八

九

。
九

四 

八
五
。
八
八 

七

五

*
七
五 

六

六

。
五0' 

六
七
*
五
〇 

七
1
V九
四 

八
四
•
八
八

廻

株
平

均

市

似 

.
磅 

五

四

*
四
四

五
〇

。
ニ
芄

三

八

入1

三
七
•
四
四

H
一
 

i
六

三
孚
沘
六

31
0
® 三
.八

第

十

一

港(
1
1

1
H

〕

•
維

0

布
似
訛
券
の
低
格LI

就
て

笫
八
號

••— -* 

3i
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(
一

ニ
四)

雑

錄
冇
似
證
芬
の
摄
に
就
て

第
八
號

ニ1

六

平
九 九 九

• '•—* 一一

均 . ， 
四 彐 ニ

O

M
七
五 

9

六
ニ
玉 

〇
°*
3l
m
〇 

〇
•
五
五
〇

1.1

九
-
五
〇 

1

l

A

i 五 

一

ー

六

き
 

I
1
:

六

*

三

右
表
に
示
す
が
如
く
、
各
年
に
於
け
る
普
通
株
の
配 

當
率
は
後
廻
株
ょ
り
も
高
く
ヽ
優
先
株
の
配
當
率
は
普 

通
株
の
配
當
率
ょ
b
•も
高
位
を
保
ち
、
市
價
も
亦
何
れ 

の
年
に
於
て
も
同
様
の
順
位
を
維
持
せ
b
。
而
し
て
、
 

十
ヶ
年
の
平
均
配
'̂
申
並
に
.
*
®を
標
準
ビ
し
て
計
# 

せ
ば
、
礙
先
株
の
利
廻
は
四
分
七
逋
三
毛
、
普
通
株
は 

三
分
八
厘
三
毛
、
後
廻
株
はT

分
四
厘
五
毛
に
相
當
せ 

ぅ
。
斯
く
の
如
く
優
先
株
の
利
廻
が
最
も
高
き
は
假
令 

同
會
社
の
事
業
が
勝
盛
と
な
b
收
入
激
增
す
るV

J

す
る 

も
、
同
株
に
對
す
る
配
當
が
特
種
の
場
合
を
除
き
常
に 

約
六
分
に
限
定
せ
ら
る
、
も
の
な
る
，が
故
なb

v
j

す
。

極

先

株

(

四
^
保
說
付)

4 

酏
，
常

.靡

1

九
〇
五

1

九

〇

山
ハ.

割 

〇

•
四

〇

•.四

平
均
市
M.

磅

)
• 

一
〇
四
.0
〇

1

〇一

•五
〇

〇
«
1
K
A 

〇

*
四
〇
〇 

o
JL
n
七
五
：
 

〇

と
1ー
〇
九

九

1

6
〇 

八

八
•
0
0 

八
三

•
六
九 

s

o
 六

•

9
1
1
0
0

〇

•
»_
.
七

五

9
 
ニ
〇
〇

◦
*
〇

六
八

六1
。

九
0 

六

了

七

茧
 

四
•六
•
三1 

四

六

*
八
四

.

之H

反
し
て
後
廻
條
の
利
廻
が
最
も
高
.き
は
刺
益
の 

激
增
せ
る
と
き
に
.は
此
株
券
に
對
す
る
配
當
率
が
比
較 

的
急
激
に
增
加
す
る
こ
ど
あ
る
や
も
知
れ
ざ
る
が
爲
め 

な

办

。

，

前
揭
サ
ク
ス
，ィ
ー

ス
タ
ー
ン
鐡
道
會
社
の
利
益
は 

比
較
的
少
な
く
、
普
®
株
に
對
す
る
配
當
率
は
從
つ
て 

優
先
株
に
對
す
る
：.配
當
率
ょ
b
も
低
け
れ
ど
、
他
の
^
:
 

益
多
き
#
社
に
ff
i
り
て
は

#
通
株
の

配
當
率
は
却
つ
て 

饅
先
株
の
率
に
超
過
し
、.
市

'®
も
亦
地
位
を
*
倒
せ
る 

> J
ぐ

J

ぁ
$

0
左
に
揭
ぐ
る
英
國
、パ
ー
リ
ー
鐵
道
會
社
株 

は
.其

一

例
な
i
o

普

姐
：
株

 

後

廻

株

平

均

市

價

链

.

ニ
〇

ニ
 
•
七
五

〇
•九
〇

〇

一.

九

八

*
〇

〇

.
0
常

率

〇

。
四

玉

〇 

?

五
〇
〇

平

均

市

似

,
九

九

*
八
八

J
〇
I 

•
五
〇

J

九
〇
七 

1

九
〇
八 

一
九
〇

九 

一
九
ー
〇 

一
九
二 

!

九

ニ

1 

I 
九 

I
H 

1

九

】

四

平

均

O

四 

〇
*
四 

〇
•
四 

〇
•
四

9

四

〇
•
四 

O

四 

〇
•
四

〇
o四

九

芄
*
七
$ 

九

三

•
〇
〇 

九

一

。
ニ
五 

八

八

*

ー
五 

八

五

•
〇
〇 

八

三

•
三
八 

八
ニ 
•
五
〇 

A

n
•
三
八

九

〇

。
七

〇

o

八
七
五 

〇

•
七
〇
〇 

〇

•
六

五

〇 

〇

。
六

七3£ 

〇

•
六
〇
〇 

〇

•
五
五
〇 

1

*
〇

〇

〇 

一
•
〇

〇

〇

1

八

八
* 
ニ
五 

一
六
八•
1

三 

1

3L
八
6

〇 

1

五
六
*
五
〇 

1

五

〇

。
〇
〇 

1

五
五
*
七
五 

一
七1

。
〇
〇 

1

七

五

•
五
〇

G

•七
八

〇

一

七

二

。
三
九

?

四

七
3£
. 

〇
®
H〇
〇 

〇

•
ニ
五
〇 

〇
•
ニ
七
3L 

〇
i

〇
〇 

〇
二

五

〇 

〇

•
六
〇
〇 

〇
丄
ハ
〇
〇

〇

全

八

〇

九

1
V八
八 

七
二 

•八1 

六

八

*
七
芄 

六

九

®
ニ
八 

六

七

*
八
八 

七

六

•
〇
〇 

八
九
•
七
五 

九

三
*五
0

八
三
*

一
三

即
ち
前
表
に
示
す
が
如
く
一 

九
〇
五
1

1

九
一
四
の 

十
ヶ
年
間
に
於
け
る
パ
ー
リ
ー
鐡
道
會
社
普
通
株
に
對 

す
る
平
均
配
當
率
は
七
分
八
厘
に
し
て
、
籐
先
株
の
配 

當
保
瞪
率
即
ち
四
分
に
超
過
す
る
三
分
八
厘
な
る
が
其 

市
價
の
弗
均
も
亦
優
先
株
の
九
十
磅
强
に
對
し
百
七
十 

ニ
磅
强
の
高
位
を
保
て
ぅ
。
後
廻
株
に
在
ド
て
は
配
當 

率
の
弗
均
は
優
先
株
ょ
り
も1.1

厘
低
く
平
均
市
價
は
約 

七
磅
半
低
位
に
在
り
て
利
廻
は
兩
索
相
伯
仲
せ
り
。

次
に
、
優
先
株
に
は
梁
職
的
礙
先
權
.を
與
へ
ら
れ
た 

る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
0.
ヾ

」

の
別
あ
-

CV。

累
職
的
饞
先

株
ぐJ

は
會
祉
の
利
益
少
く
し
て
或
年
に
保
證
せ
る
丈
け 

の
利
益
を
優
先
株
に
分
配
す
る
乙
ミ
を
得
ざ
る
が
如
き 

一J

と
ぁ
ら
ば
、
其
翌
年
若
し
く
は
其
以
後
に
於
て
利
益 

の
多
額
に
上

b
た
る
と
き
前
の
配
當
不
足
額
の
€
»
を■  

受
く
る
も
の
に
し
て
、
非
梁
積
的
優
先
株
は
此
補
旗
を 

受
け
ざ
る
株
券
を
云
ふ
。
從
つ
て
粱
積
的
優
先
株
の
所 

有
渚
は
早
晚
規
定
の
配
當
の
金
額
を
領
收
す
る

の
權
利 

を
有
す
る
に
反
し
、
非
紫
積
的
饞
先
株
所
有
.
は
雷
社 

の
利
益
が
總
て
の
優
先
株
に
.對
し
て
正
規
の
配
當
を
分 

配
：し
得
る
に
足
る
.ビ
き
に
.於
て
の
.み
配
當
の
全
部
を
受

笫

十1

卷

(

一
一
一
五

)

■‘雜
錄
洧
愤
證
券
の
侦
格

1;
就
ズ

第
八
號
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ニ

1

六)

雜

錄

布

例

骑

#
の
愤
格
|-
就
て

第
八
號

i 

H

八

領
す
る
の
權
利
を
有
す
る

ic
過
ぎ
ざ
る
を
以
；てr

同
.
.

1.

'
 

會
»
の
發
行
に
係
る
と
せ
ば
、
絜
賴
的
饞
先
株
が
同
率 

の
配
當
の
保
證
を
附
し
た
る
非
梁
*
的
優
先
株
ょ
b
も 

高
價
を
維
持
す
可
き
は
理
の
當
然
な
b

e
す
。
同
一
，會 

社
に
し
て
配
當
率
を
均
し
ふ
せ
る
此
ニ
種
，の
.優
先
株
を

併
せ
發
行
せ
る
も
の
少
な
く
、
從
つ
て
適
例
を
以V

實 

際
を
說
明
す
る
は
頗
る
困
麵
な
6
と
雞
も
、
左
に
示
せ
.
 

る
一1

三
の
事
實
a
多
少
績
者
の
參
考
に
.資
す
る
の
一
助 

マ
し
爲
し
得
ん
か
。

年
.

一
九
0
五 

•1

九

〇

六 

一
九
〇

七 

一
九
〇
八

1

九

〇

九 

一

九
1
〇

一
九
一
一
，
 

1

九 
一二

 
一

九

二1

一 

1 .

九
一
四

乎

，
均

.ブh 

. ノ

.ス

.
rイ
リ

ス
* h

ソ
F *

パ
ブ

フ

イ

ク

，級
道
會
社

笫

ー

累
a
的 

優

先

株
S

分〕

一
一 

三
^

〇 

.
一1

四

•
六
三 

一
〇
九*

七
at 

ニ

7

©
 四

,

一
一
三
*
一

 

三 

1
1

 

ニ

ニ

三

一
一1 

6

0
 

1 

一
9

五
〇

1

〇

ニ 
•
四
四 

九

八

•
一
九

一
〇

九

•
六
七

第

二

非

累

橫

的 

褪

先

株(

五
分)

.
1

〇

四
*七
五
？ 

一
〇
.六
®
二
八 

i

〇

7

一
三 

一
 

0 ニ 

6

0

5
 

T

o

o

1

〇
ニ
.
*ニ
3£

l
o'
H
•
二 
五 

1

〇

〇

•
七
五 

,
九

三

*
七
五 

九

ニ

全

.〇

1
〇

〇

•
七
八

拂累 、 _ 

込粮.
十的

費腿製力

m-i
株第y會ク’ 
拂 ニ  ̂
込非u • 
十累i址ブ
III

フ
责
ス
タ
.
1ハ
久
子
商
會

s i r

〇

四磅
四

1
O

五Q

 

1
〇

*
五
〇

I

I

i

i
國

o

八

〇

四
八

三 三 四 ニ ー  
o 六 〇 八六志

3 . —  八九ーづ V

右
表
に
载
せ
た
る
ブ
エ
ノ
ス
ァ
ィ
リ
ス。

ユ
ゾ

ド

。
パ 

シ
フ
ィ
ク
鐡
道
曾
社
並
に
ヵ
ー
リ
ン
•
グ
ロ
ー
ブ
製
紙 

會
91

:
の
發
行
に
係
る
累
穑
的
優
先
株
は
非
累
積
的
優
先 

株
ょ
り
も
高
價
に
し
て
、
艰
均
市
惯
を
標
準
ビ
せ
ば
、
兩 

*
の
差
b
典
に
約
西
分
の
八
な
ぅ
。
次
に
.フ
ォ
ス
タ
I 

父
子
商
會
に
在
り
て
は
累
穑
的
®
先
株
の
苹
均
市
價
は 

三

•
二
三
磅
、
非
梁
積
的
優
先
株
の
弗
均
相
場
は
三
十 

志
十
片
な
る
が
、
前
«
は
拂
込
五
磅
な
る
に
後
潘
は
三 

磅
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
、
比
較
に
便
な
ら
し
む
る
爲
め 

前
*
に
は
三
、
後
者
に
は
五
を
乘
せ
ば
累
穑
的
優
先
株 

は
九
磅
十
一一

一
志
十
片
の
市
價
を
有
す
る
R-
反
し
他
は
僅 

か
に
七
破
十
四
志
ニ
片
に
相
當
せ
る
を
看
る
な
ぅ
。
切 

ち
其
差
二
割
以
上
に
達
せ
&
。 

，

更
に
凝
先
株
に
は 

一.、
ニ
若
し
く
は
A
、
B
等
の
等

一
九
〇
五

1ズ
イ
キ
ソ
ソ
ソ
商

^

第1

思
横
I

第
二
累
嵇 

的
樾
先
株
的
偎
先
株 

(

五
分> 

(

五
分

；}
 

磅 

磅
：

$
0 

.
I
Q
f
r

ai

級
を
附
し
た
る
名
の
あ
り
。
詳
言
す
れ
ば1

會
社
が
數 

次
に
.百一6
て
1
先
株
を
發
行
す
る
に
當
6
、
第
一
P
の
.
 

發
行
を
第
一
優
先
株
、
第
一
ー
^
殳
を
第
ー
S

先
株
と
» 

し
、
以
下
之
に
準
す
る
の
名
稱
を
用
ひ
、
此
顺
位
を
以 

て
谷
8
の
發
行
株
^
礙
先
株
を
與
へ
ヽ
利
益
を
配
當
す 

る
に
際
し
て
、
最
初
に
第
一
優
先
株
に
定
規
の
配
^
を 

爲
し
、
餘
剩
あ
ら
ば
、
M
に
他
の
優
先
‘株
に
及
ぶ
の
慣 

1,2

あ
0
。
此
等
の
優
先
株
に
在
り
て
は
假
令
配
當
率
が 

全
然
同一

な
り
と
す
る
も
、
第
一
優
先
株
は
第
二
優
洗 

株
ょ
り
も
、
第
二
優
先
株
は
第
三
優
先
株
ょ
り
も
高
惯 

を
，維
持
す
可
き
は
當
然
なb

v
j

す
。
左
表
に
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せ
.る
英 

國
數
會
社
の
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行
せ
る
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級
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較
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ず
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し
、
«
令
如
何
に
儼
密
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定
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の
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且
つ
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な
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優
先
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附
與
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ら
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優
先
株
ビ
雖
も
、
結
局
總
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又
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反
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は
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先
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込
は
玉
磅
な
る
が
、
比
較
か
#
易
な
ら
し
む
る
爲
め
f
w縫
の
拂
込
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引
直
し
、
累
年
の
相 

勘
！1
ニ
十
か
乘
じ
て
各
年
の
市
#
か

計

出

せ

り
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せ
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八
號

十
ヶ
年
取
均
は
總V

:

の
場
•合
に
：於
て
優
先
株
の
平
均
相 

場
が
»1
偾
の
平
均
相
場
ょ
ぅ
も
少
な
き
も
三
破
年
多
き 

は
十
二
磅
方
高
位
に
在
る
を
示
せ
.
b
。

第
三
款
' 

配
當
期
日
と
株
券
の
.市
價 

前
號
に
於
て
&-
«
の
市
價
を
說
明
す
る
に
當
6
利
挪 

期
と
公
偾
栩
場
と
の
關
係
に
論
及
し
、
公
債
の
市
價
が 

刺
柳
の
月
に
於
て
最
も
ぬ
く
其
後
漸
騰
し
て
次
期
利
挪 

の
前
月
に
於
て
最
高
に
達
す
る
も
の
な
る
こ
を
實
例 

を
擧
げ
て
論
證
せ
し
が
、
株
券
の
市
價
に
於
て
も
略
ぼ 

同
一
の
現
象
な
か
る
可
か
ら
ざ
る
な
b
、
蓋
し
各
期
の 

利
益
は
決
箅
期
日
に
於
け
る
株
券
所
有
*
に
分
配
せ
ら 

る
、
も
の
な
る
を
以
て
、
株
券
の
市
價
は
他
に
特
別
の 

事
晚
な
き
限
6
會
社
の
決
算
月
に
於
て
最
も
高
く
其
.幾

月
^
於
.て
最
低
位
を
保
ち
其
.後
漸
々
次
囘
の
決
算
月
迄 

騰
貴
す
可
き
も
の
な
り
と
す
。
今
假
.り
に
日
.本
郵
船
.曾 

社
の
株
券
に
就
き
て
之
を
觀
る
に
、
同
f
tの
決
算
は
# 

.年
三
月
ビ
九
月V

J

の
ニ
囘
に
行
は
る 
>
も
の
な
る
を
以 

て
、
同
會
社
株
の
直
取
引
相
場
は
三
月
‘

V」

九
月V」

の
雨 

月
に
於
て
最
も
高
く
、
先
物
定
期
取
引
に
在
り
て
は
、

一S
七
月
雨
月
に
於V

最
高
位
に
花
る
可
き
も
の
な
り 

VJ

す
。(

.一
月
七
月
に
取
别
せ
ら
る 
>
先
物
定
期
株
は
三 

月
又
は
九
月
に
於
て
受
渡
せ
ら
る
、
も
の
な
6

。

)

さ
れ 

ど
實
際
の
市
價
が
果
し
て
此
理
論
的
推
定
と

一致
す
る 

か
否
や
を
檢
鼓
せ
ん
が
爲
め
に
先
づ
明
治
三

十
九
年
乃 

至
大
正
四
年
の
十
ケ
年
間
に
於
け
る
定
期
取
別
の
月
次 

的
取
均
を
左
に
揭
出
せ
ん
と
欲
す
。

0
本
郵
船
會
社
株
先
物
取
引
弗
均
相
場

明治
明治
.
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如
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を媚
て

り
。
十
二
月
の
西
九
圆 

十
錢
は
大
正
四
年
十
一

i

月
の
相
場
が
突
然
百
八
十
一
圓

\ 

に
奔
騰
せ
し
異
常
の
結
果
な
れ
ば
之
は
除
外
す
可
く
、

 

j  

此
外
二
月
及
び
八
月
の
相
場
が

.

必
ず
し
も
最
低
位
に
在\ 

ら
ざ
る
の
み
か
、
二
月
の
市
價
は
百
五
圆
を
超
過
せ
る

,

3
本
翻
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。
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一

會
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が

新

舊

南

種

の

株

芬

を

發

行

せ

る

際

に

劳 

し

此

兩

者

の

挪
a -
が
同

額

な

ら

ば

、
其

市

價
も
亦

略

ぼ 

同

一

な

る

可

き

は

多

言

を

須

ひ

ず

し

て

明

か

な

り

。
左 

表

は

大

正

六
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五
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五

餞

八

厘

に
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其

後

は

低

位

を

保

ち

九

月

に

は

再 

び

百

六

圓

六

十

ニ

錢

七

厘

な

る

最

高

位

に

達

せ

ぅ

。

十 

二
月
の
相
場
は.
百

八

圆

を

超

過

せ

る

も
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述
の
理
由

に
M
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す
可
き
も
の
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す
。
之
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す
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に
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六
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四
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に
於
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大
阪
商
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富
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製
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帝
國 

公
偾
に
於
け
る
刺
狒
と
市
惯
く
の
關
係
程
密
接
に
は
ぁ
：

製
麻
並
に
東
京
株
式
の
四
會
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の
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行
せ
る
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込
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额 
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も
株
券
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市
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蒙
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右
表
に
示
す
が
如
く
、
孰
れ
‘の
場
合
に
於
て
も
新
舊 

株
の
市
®
は
殆
ん
ど
同
额
に
し

V

其
開
き
が
百
分
の
，一
 

に
達
せ
る
も
の
一
も
な
し
。.
此
外
同
月
報
に
載
す
る
所 

に
據
れ
ば
、
日
本
ペ
ィ
.ン
ト
製
造
會
社
の
舊
株
は
莨
一
一 

十
三
圓
三
十
五
餞
、
新
株
は
百
十

一

圓
六
十
八
餞
な
り 

し
を
以
て
、
其
寒
實
に
十一
圆
六
十
七
餞
に
相
當
す
る 

も
、
此
價
格
は
誤
植
に
非
ざ
れ
ば
誤
箅
に
基
く
も
の
な 

り
ぐJ

信
じ
た
る
を
以.

て
前
炎
ょ
り
除
外
せ
&
。

斯

く

の

如

ぐ

、
拂

込

の

同

額

な

る

新

舊

株

は

同

一

市 

惯

を

維

持

す

る

も

の

な

る

も

、
柳

込

额

の

異

な

れ

る

新 

舊
株
■の
市
價

は

勿

論

同

位

を

保

づ

可

き

も

の

に
#
ず

。

然
ら
.ば
拂
込
0
同
類
な
ら
ざ
：る
新
舊
兩
稲
の
株
券
間
に 

於
け
る
市
價
の
關
係
は
果
し
-て
如
W
。
例
べ
ば
或
る
會 

社
の
發
行
せ
る
額
面
百
關
全
部
狒
込
濟
の
株
券
が
配
當 

率
一
割
な
るw

き
二
百
圆
に
賣
買
せ
ら
る
、
ビ
せ
ば
、
 

同
會
社
の
發
行
せ
る
额
而
百
圓
拂
込
五
十
圆
の
新
株
は 

幾
何
の
市
赝
を
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つ
可
き
か
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若
し
新
舊
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が
同1 

率
の
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廻
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&
ビ
せ
ば
、
新
株
は 

百
圓
內
外
に
：て
取
引
せ
ら
る
.可
き
も
の
な
る
も
、
事
實 

は
然
ら
ず
し
て
此
新
株
は
百
圆
ょ
り
遙
か
高
價
に
て
賣
'
 

M
せ
.らる

/!

な
ら
ん
^
思
は
る
。
如
何V」

な
れ
ば
、
假 

b
に
近
&
將
來
に
於
て
會
f
tが
新
株
に
對
す
る
未
挪
込 

金
五
十
圓
を
徵
收
ず
るVJ,

せ
ば
、
新
株
の
所
有
*
は
其 

五
十
圓
に
對
し
て
將
來
五
圆
1

配
當
率
が
以
前
ミ
同 

j

な
り
ミ
し
.て一

.̂

即

ち

一

割

に

相

當

す

る

配

當

を

受 

く
の
權
利
を
有
す
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貢

收

す
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必
す
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も
损
失
を
蒙
ら
ざ
る
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な
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b
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)
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刺
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に
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ざ
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、
塑
年
挪
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完
了
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後
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す
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述
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八
敬
‘

一

三
八

前
表
に
示
す
所
に
，據
れ
ば
、
新
舊
兩
株
の
拂
込
の
差 

<£
:
市
價
の
差
と
の
_
き
は
必
ず
し
も
配
當
.率
の
高
低
に 

正
比
例
せ
ざ
_れ
：ざ
も
、
配
當
率
の
低
き
會
社
の
兩
種
株
，j 

券
市
惯
の
差
は
概
し
て
少
な
く
、
之
に
反
し
て
配
當
率j

 

の
高
き
會
社
の
新
舊
株
相
場
の
懸
隔
は
大
體
に
於
て
多
一 

額
に
上
れ
り
。
配
當
率
牟
八分なる

諸
會
社
に
就きて
 

云
へ
ば
、
南
滿
鐵
逾
株
の
開
&
は
十
二
圓
三
十
錢
、
東 

京
瓦
斯
株
に
於
て
は
ニ
圆
四
十
ニ
鐵
、
東
京
電
燈
株
は 

.一
圓
八
十
八
餞
、
上
毛
モ
ス
リ
ン
株
は」

圆
九
十
■
に 

過
ぎ
す
。
然
る
に
一
方
ニ
割
八
分
の
配
當
を
爲
せ
る
郵 

船
株
の
侧
.&
*
は
八
十
六
圓
六
+
八
餞
、
配

.#
率
ーI

割
の 

日
本
鋼
管
株
は
三
十
八
圓
五
十
八
餞
、
二
割
五
分
の
東

洋
紡
績
株
は
五
十
八
圆
三
十
三
餞
ヽ
二
割
の
大
日
本
麥 

酒
株
は
四
十
六
圓
九
餞
、
三
割
五
分
の
日
本
化
學
工
業 

株
は
三
十
一
圓
ニ
十
七
餞
に
達
せ
ぅ
。

上
述
の
新
舊
株
市
價
相
互
間
の
關
係
を
更
に
他
方
10
-
 

ょ
b
說
明
せ
ん
が
爲
め
に
、
左
ま
に
示
す
が
如
く
新
舊 

各
株
の
利
廻
、
此
兩
奢
の
差
及
び
舊
株
に
對
す
る
其
差 

の
百
分
比
例
を
計
出
せ
ぅ
。
此
最
後
の
西
分
比
例
を
算 

出
せ
る
は
舊
株
の
利
廻
に
對
す
る
新
株
の
利
廻
の
開
き 

の
程
度
が
配
當
^
の

高

低<£
*

何

なる
數
量
的
陳
係
を 

有
す
る
が
を
知
ら
ん
と
欲
せ
る
が
爲
め
な
りV」

す
。
蓋 

し
若
し
新
舊
株
挪
込
の
豸
と
市
偾
の
差
と
の
開
き
が
上 

述
の
如
く
配
當
率
の
高
低
に
比
例
す
可
き
も
の
な
れ
ば

新
舊
兩
株
利
廻
の
開
き
も
亦
配
當
率
に
IE-
比
例
す
る
可 

き
^
な
tl
ば
換
言
す
れ
ば
、配
當
率
益
高々け

れ
ば
兩
利
廻
の
差
も
愈
著
し
か
る
可
&
な

左
表
は 

果
し
て
此
推
定
を
裏
書
せ
る
も
の
な
る
か
。
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。
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>
<叩
は
新
株
の
利
廻
が
漭
株
の
利
廻
ょ
り
も
高
會
；
と
を
1
$す
。
他
は
緦V

某
の
反
對
尨
リ
ハ

前
表
の
示
す
所
に
據
れ
ば
、
朿
京
%
斯
株
並
に
東
京
■
 

電
燈
株
を
除
き
て
は
總
て
の
新
株
利
廻
は
舊
株
利
廻
ょ 

り
も
低
く
且
づ
多
く
の
場
合
に
は
其
差
頗
る
多
額
に
上 

れ
り
。
而
し
て
最
下
段
に
載
せ
た
る
配
當
率
に
對
す
る 

此
楚
額
の
首
分
比
例
は
郵
船
會
社
の
六
十
一
を
最
高
ビ 

し
衆
京
電
燈
の
零
を
最
低
ミ
せ
ぅ
。
上
述
の
如
く
、
此 

割
合
は
孰
れ
の
場
合
に
於
て
も
配
當
率
に
比
例
す
可
き 

も

の

な

る
が
、
前
表
の
百
分
比
例
十
に
は
配
當
率
の
高 

き
^
拘
ら
す
低
位
を
示
し
、
配
當
率
の
低
き
に
拘
ら
ず 

高
位
に
在
る
も

の

尠
か
•ら
ず
。
さ
れ
ざ
前
表
の
比
例
は 

大
體
に
於V

上
文
の
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